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2001年北海道浜頓別町において日本初の市民出資による風力発電所「はまかぜ」ちゃんの
運転開始以降、北海道・東北を中心に28発電所、60基、約130MWの風力発電所を開発・建設
してまいりました。 地域性と専門性を兼ね備えたローカルな風力専業会社として、
開発・資金調達・保守メンテナンスまでトータルな業務を提供しております。

株式会社市民風力発電について

Community Wind Power



風車のニックネームは
地域の小中学校から公募しました。

市民風車「はまかぜ」ちゃ
んを皮切りに現在も全国
各地でプロジェクトが進行
中。地域を吹く風からグリ
ーンなエネルギーをつくり
、地域活性化に貢献して
います。

市民出資募集風車：25基
市民出資総額： 約28億円
出 資 者 数 ： 4,980人

開発実績60基 設備容量約130MW
＊2025年4月現在

市民風車の実績

Community Wind Power



地方自治体との主な連携実績

１．北海道石狩市

＜石狩湾新港エリア＞

①2005年に運転開始した市民風車「かぜるちゃん」（1,500kW）、「かりんぷう」（1,650kW）においては、
石狩市との連携のもと、石狩市民を含む市民出資（2億3千万円）により建設。
②2008年「かなみちゃん」（1,670kW）を市民出資（2億3千万円）により建設、運転開始。
③2018年コミュニティウインドファーム「レラくる」（20,000kW）をプロジェクトファイナンスと市民出資の
融合スキームにより建設、運転開始。
④2022年「かりんぷうJr」（1,650kW）をプロジェクトファイナンスと市民出資の融合スキームにより建設、
運転開始。
⑤2024年からは「かぜるちゃん」の電気をFIP転/オフサイトPPAのスキームにより、市内の全小中学校
に電力供給し、20年継続してきた市内小中学生の風車見学会と併せ環境教育に活用している。
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地方自治体との主な連携実績

１．北海道石狩市

＜厚田区エリア＞

①2014年に運転開始した「あい風未来」「厚福丸」（4,000kW）では市民出資に加え、
売電収入の一部を石狩市が制定した「環境まちづくり基金条例」に基づく基金に拠出し、
森づくりや森林整備、自然環境保全、市施設の省エネ機器導入、市民への省エネ家電購入
補助等に運用している。また市民出資の配当の一部を「あい風市民風車基金」として、
厚田支所と連携のもと延べ68の住民団体の活動支援に活用している。
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